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筆者たちは磁化直線プラズマにおける乱流の機能発現機構や構造形成原理の解明を目的として, 乱流

の非対称性や大域性 [1] について調べている. 今回, 直線プラズマ実験装置 PANTA  (Plasma Assembly 
for Nonlinear Turbulence Analysis) の軸方向位置 (z) 0.35 m, 0.60 m, 0.85 mの3か所に設置されたトモグラ

フィ計測を用いて, プラズマ3断面における発光揺動の同時観測及び解析を行っている. その結果, 生成

時のプラズマが成長時や定常時における, 軸方向および断面上の揺動や構造の非対称性が明らかになっ

て来た [2].  
実験結果の例としてヘリコン波プラズマにおいて

磁場 900 G, Arガス圧 3 mTorr, 入射RFパワー 3 kW
の条件下での観測について述べる. 図 1 に 3 か所のト

モグラフィ計測で得られた全発光量とその全発光量で

規格化した低周波揺動 (f < 20 kHz) の振幅強度の軸

方向分布を示す.プラズマ発生源(ヘリコンアンテナ)

から遠くなるに従って全発光量が指数関数的減衰する

こと, また, 上記条件下でガス圧を下げると, 減衰長 

lD は長くなることを確認した. 一方, 規格化された低

周波揺動強度は, 観測した3か所においてほぼ一定で

あった. 
図2に全発光量の減衰長が (a) lD ≃ 0.36 mと (b) lD ≃ 

0.32mについて, z ~ 0.60 mの位置を基準とした場合の

低周波揺動の位相差（伝搬方向）を比較した. ここで

lD ≃ 0.32 mに対し, lD ≃ 0.36 mの場合では位相関係が変

化していることがわかった. また興味深いのは, lD ≃ 
0.36 m, z ~ 0.60 mから揺動が両側に伝搬することであ

る. 本発表では, 上記の結果を含めて準３次元的トモ

グラフィーで観測した直線プラズマの構造や揺動の非

対称性などについても報告する. 本研究は科学研究費

補助金 (17H06089, 19K23426) の支援を受けた. 
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図 1:プラズマ３断面のトモグラフィ計測に

おける全発光量及び規格化低周波揺動強度.  

 
図 2:磁力線平行方向における低周波発光揺

動の位相差．(a) lD ≃ 0.36 m, (b) lD ≃ 0.32 m. 
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